
令和５・６年度  特別支援学校 授業づくりプロジェクトの概要

主な取組

成 果
目 的 設 定 理 由

・学習活動を支える上で、言葉の果たす役割は大きい

・言語能力の育成に向けた視点による授業改善

・ロールモデルとなる人材の育成

・言葉を直接の学習対象とする国語科を対象とする

①知的障害教育国語科の
授業づくりの要点

・授業づくりの４つの要点や授業づくり
のポイントを整理した。担当教員同士
の対話の中で、互いの価値観に触れ、
新たな気付きを得るなどの過程を通し
て、要点やポイントを整理した。

②ロールモデルとなる
人材の育成

・担当教諭の変容として、
→「言葉や言語環境の整備への意識」
→「授業づくりへの向き合い方」
が挙げられた。これらの変容の基、各
校において「授業提示」「同僚との協

働的な授業づくり」「情報提供」等を
行った。

今後に向けて

①教科等横断的な視点からの
言語能力の育成

・児童生徒が安心して表現できる関係性
と構築し、用いる言葉への意識を高め
た豊かな言語環境を整えながら、国語
科を要とし、他の学習形態においても
言語能力の育成を図る授業づくりや学
級経営の充実を図る。

②多様な学びの場における活用

・多様な学びの場における特別な支援を
必要とする児童生徒に対する授業づく
りの手掛かりとして活用する。県内特別支援学校から推薦された教諭各１名（計１５名）が参集し、研修や協議をすることと、

各校においても国語科の授業づくりや校内発信することを両輪にし実践した。
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